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	 本論は 3 部 7 章構成からなる。第 1 部（第 1、2 章）では、フィギュールの重要性を明ら
かにするための予備的な考察として、スタイルの問題に関するドゥルーズの思考を美学的・











































































	 第 7 章では、ドゥルーズ的共同体におけるフィギュールはどのように機能するのかを明
らかにする。そのために「仮構作用」という概念を巡るドゥルーズの言説に注目する。も
ともとベルクソンの概念であったこの仮構作用は、知解不可能な現実に対するある種の防
衛機制としての人間の能力を指すものであった。ドゥルーズはこの仮構作用に、単に表象
の復元ではなく、既存の知のシステムを避けるための機能を積極的に読み込んでいる。芸
術家と哲学者の呼びかけに民衆が応答することで仮構作用が作動するのだが、その際に媒
介となるのがドゥルーズが「モニュメント」と呼んだものであることを示す。その上で「仲
介者」という概念の分析を経由することで、まさにフィギュールがモニュメンタルな超越
論的感覚存在であり、これを媒介とする独自存在の共同体こそがドゥルーズ的共同体であ
ることを明らかにする。 
 
	 結論では、以上の議論を総括した上で、ドゥルーズの哲学的布置におけるフィギュール
の位置づけを確認した。ドゥルーズは、取り組んだ問題の困難さに直面して、その都度文
体を変えながら、それでもなお哲学を続けた。ドゥルーズの修辞技法の一貫性を捉えるこ
とは難しいが、それでも哲学の外にある種の統一性を見出すことは不可能ではないように
思われる。じっさい、シニフィアンなきシーニュとしてのフィギュールが示すのは、哲学
の外であり、それを軸に旋回するようにしてドゥルーズの哲学的思考が展開されていた。
フィギュールは、美学的構成要素であるだけでなく、来るべき倫理的実在を考察するため
に欠かせぬものであり、まさに哲学と芸術の間に位置づけることができる。ドゥルーズ哲
学においてフィギュールは、前哲学的思考を暴くものであると同時に、再び哲学を始める
ためのトポスであり、哲学を無味乾燥なものではなく、魅力的で開かれたものにするため
に重要なものであり続けた。 
 
	  
 
